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医療法人康雄会介護老人保健施設すばる六甲 〒657-0011 神戸市灘区鶴甲 1-3-10 

http://www.subaru-rokko.com/ 

小暑も過ぎ夏本番を迎えましたが、皆様方におかれましてはいかがおすご

しでしょうか。 

新型コロナワクチン（コミナティ／ファイザー）につきまして、ご希望の入所ご

利用の皆様、職員には、6 月 9 日までに 2 回目の接種を終えることができま

した。 

ワクチンは非常に有効ですが完全ではなく、現在の感染状況から考え、こ

れまでの予防策も引き続き行っております。早く沈静化し、ご利用の皆様が、

安心して屋外に出られることを祈っております。 

そのため、残念ながら、今年も、七夕／夏祭りは入所ご利用の皆様で、各フロアごとに行わせていただき

ます。 

各種のスポーツ、オリパラを迎える競技などでは、1 年間の新型コロナでの制約や自制後にもかかわら

ず、輝かしい成績や新記録もでております。制約下でのトレーニングの工夫や努力に頭が下がる思いです。 

制約下でも、可能なことを、絶え間なく続けていくことの大切さが、この 1 年で体力が低下したわが身に沁

みております。 

 すばる六甲は、西昂理事長が開設した「すばる医療・福祉グループ」の一員として 2015 年 6 月に誕生し、

7 年目を迎えました。ご利用の皆さま、ご家族の皆様、地域の皆様に支えていただいていることを、初代施設

長の瀬藤晃一顧問をはじめ職員一同深く感謝申し上げます。今にもまして、地域の皆さまが安心してご利用

いただけるように、全職員チームとして取り組んでまいります。引き続きご支援ご鞭撻をよろしくお願い申し上げ

ます。 

まだまだ新型コロナ前の生活に戻ることがかなわないと思いますので、心身ともに健康を維持できるよう、

自粛・制約からのストレス解消をお願いいたします。 

                施設長 西脇正美 

 

 

 

今回、神戸新聞社の方が取材に来られました。神戸新聞社の方のインタビューにも堂々と返答されてい

る姿はとても素敵でした。またその記事は７月 1日（月）の神戸新聞朝刊に掲載されました。 

今年は、最も遅い梅雨入りとなりました。 

例年この時期は、体調を崩しやすい季節です。 

私達介護部も早めこまめに水分補給！！ 

「しっかり水分、元気な毎日！！」をもっとうに頑張っていきます。 

 

介護部 神谷 



 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年の 5 月より、西記念ポートアイランドリハビ

リテーション病院から、すばる六甲に異動してきま

した理学療法士の濵田今日子と申します。以前は

回復期リハビリテーション病院で勤務していまし

たが、生活期でのリハビリは初めてなので、学ぶ

現在も新型コロナウイルスが猛威を奮っています。デイケ

アでも気の抜けない日々が続いております。しかし、皆様の

協力により一人の感染者もなく、無事に過ごすことができて

おります。スタッフ一同心よりお礼申し上げます。 

コロナ禍で、行事もままならず室内でできる貼り絵や折り紙

を手作りしていただき、それを展示しています。その中で利用者様にコ

ロナウイルス退散を願う気持ちを表して頂くようにアマビエの塗り絵を

行って頂きました。 

また、音楽を楽しんでいただくことにも力をいれております。毎日の

おやつの時間に生でピアノ演奏を行っております。リクエストをして頂く

こともあり、昔歌ったり踊ったりされていたことを思い出されて懐かしん

だりしていただいております。これからも利用者様のご協力の上、室内

で行えるレクリエーションを模索していきたいと考えております。皆様に

寄り添えるデイケアを目指していきます。 

相談員：天野 

ことが多い毎日です。 

慣れていないことが多く、迷惑をおかけすると思いますが一生懸命頑張りたいと思い

ますので、宜しくお願い致します。 

利用者に寄り添い、生活機能の向上を目指してリハビリを行っていきたいと思います。       

リハビリテーション科 濵田今日子 

 

 

リハビリ科 西田・關 



 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

家族のため、自分の身の回りの人のためだけでなく、地域の感染

予防・感染対策の一つとして役立てるのではと思います。 

今後、コロナ禍が鎮静化し、皆さんが今よりも、もう少し自由に

行動できるようになれば、以前と同じとは言えないかもしれません

が、面会の機会や夏祭りの再開等ができるようになればと思って

います。 

看護部 井上 

 この度 4 月 1 日付けで介護部副主任を拝命致しました中

村です。今回このような大役を仰せつかりまして、責任の重大

さに身の引き締まる思いです。私の力では及ばない部分もあ

るかと思いますが、努力を惜しまず精進していく覚悟で御座

います。微力ながら、今後も入居者様のために力を尽くして

いきたいと思いますので、よろしくお願い申し上げます。 

世間では、依然新型コロナウイルス感染症が猛威を振るっています。本格的に予防接種が始

まり、当施設でも入所者様、職員の約 9 割が二度の予防接種を受けました。テレビなどのメディ

アでは、連日、感染者数や予防接種の危険性について等、たくさんの情報があふれています。

マスクの着用や手洗い、三密を避けるといった予防のための行動は、多くの人に根付き、当たり

前のこととなっているようです。施設では、高齢者であること、集団感染の危険性が高いことが

挙げられます。予防接種のリスクはありますが、多くの利用者様及びその家族様、施設職員の理

解と協力があり、高い割合で実施されました。予防接種を受けることが絶対正しいこととは言え

ません。しかし、自分たちにできることの一つとして実施できたことは、自分自身のため、自分の

入居者様とスタッフみんなで、コロナの終息と皆様の健

康をお祈りしております。新型コロナウイルスが、まだまだ猛

威を振るっており、緊急事態宣言、まん延防止重点処置な

どの影響で面会禁止の対応など、ご理解をいただき本当に

ありがとうございます。 ワクチン接種も無事 6 月中に終わ

り、1 日でも早く面会対応が出来る事を期待しております。 

            介護部 中村 

、   

ご自分で「焼きたい！」とおっしゃられた方には、

焼いて頂きました。 

さすが関西の方ですね、上手に焼かれていました。 

これからも日々の生活に少しでもメリハリをつけ

て頂くためにも、施設全体で行事を開催していきま

す。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各お問い合わせは、 

(078)843-0501 
または、 

toiawase@ 

subaru-rokko.com 
まで。。。 

 

65 歳以上の神戸市民認知症診断無料！ 

早期受診を支援 

受診する年度内に 65 歳以上になる方は、自己負担ゼロで医療機関における 2段階方式の認知

症診断が受診できます。 

 

第一段階 認知症機能検診         第二段階 認知機能精密検査 

地域の医療機関で検診           専門の医療機関で精密検査 

 

認知症と診断された場合認知症救済制度  無料で受けられる 4つの安心があります。 

① 認知症と診断後、事前登録された方の保険料を市が負担します。 

認知症と診断された方（ご家族が監督責任を負った場合も含みます）が 

事故で損害賠償責任を負った場合、最高 2億円を支給します。（自動車事故は対象外） 

② 24時間 365日対応のコールセンターを設置し、事故が起こった際、 

迅速に相談に応じます。 

③ 事故を未然に防止するため、日常生活を見守り、非常時のかけつけ（捜索） 

サービスを含むＧＰＳの導入を負担します。（月額利用料金は別途発生） 

④ 認知症の方が起こした火災や傷害などの事故に遭われた方に対し、 

見舞い金（給付金）を支給します。最高 3000万円 

 

詳しくは、神戸市保健福祉局高齢福祉部介護保険課 078-388-5259 まで。 

 

寄付つき商品の開発やチャリティイベントの実施など、ＢＥＫＯＢＥブランドを 

活用した経済活動を通して収益を生みその全額を「ＢＥＫＯＢＥミライ基金」に 

寄付します。 

 プロジェクトの応援・参加方法はとても簡単です。 

プロジェクトのロゴが入った寄付付商品を買ったり使ったりすると売上の一部がプロジェクトに寄付さ

れます、また各種イベントに出展する物販・飲食ブースでの収益がプロジェクトに寄付されます。そ

れによってＢＥＫＯＢＥミライ基金が支援できる子ども支援事業も増えていきます。 

参加してみたい、また興味が湧かれた方は、神戸市ホームページ内の 

「ＢＥＫＯＢＥミライＰＲＯＪＥＣＴ」に詳しい内容が掲載されていますので 

是非ご覧下さい。 


